
外
国
人
観
光
客
倍
増
に
向
け
た
誘
客
推
進

[商
工
労
働
部

]

担
当

：
国

際
戦

略
課

「
訪

日
外

国
人

２
０
０
０
万

人
時

代
」
に
向

け
た
取

組
み

外
国
人
観
光
客
を
増
や
し
「
に
ぎ
わ
い
ひ
ろ
が
る
・
と
く
し
ま
」
を
実
現

２
０
２
０
年
ま
で
の
外
国
人
延
べ
宿
泊
者
数
１
０
万
人
を
目
指
す
！

訪
日
観
光
へ
の
追
い
風
を
取
り
込
む
誘
客
作
戦
の
更
な
る
展
開

○
最

近
の

円
安

傾
向

LC
C(
格

安
航

空
会

社
)路

線
の

充
実

○
東

南
ア
ジ
ア
の

ビ
ザ

の
緩

和

○
免

税
対

象
品

目
の

拡
大

○
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

2
0
1
9

○
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

2
0
2
0

○
関
西
ワ
ー
ル
ド
マ
ス
タ
ー
ズ
ゲ
ー
ム
ズ

2
0
2
1

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
取
り
巻
く
環
境

徳
島
発
の

政
策
提
言

H2
6訪

日
外

客
数

13
00

万
人

の
大

台
に

さ
ら
に
高

ま
る
日

本
へ

の
注

目
度

20
14
年

5万
人

20
20
年

10
万

人

【
平
成
２
７
年
度
当
初
予
算
額

31
,7

50
千
円
】

②
ミ
ラ
ノ
万

博
を
は
じ
め
と
し
た
海
外
へ
の
情
報
発
信

1
6
,4

0
0千

円
メ

イ
ン

テ
ー

マ
で

あ
る

「
食

」
を

は
じ

め
、

自
然

や
文

化
な

ど
徳

島
の

魅
力

あ
る

観
光

資
源

を
情

報
発

信

②
ミ
ラ
ノ
万

博
を
は
じ
め
と
し
た
海
外
へ
の
情
報
発
信

1
6
,4

0
0千

円
メ

イ
ン

テ
ー

マ
で

あ
る

「
食

」
を

は
じ

め
、

自
然

や
文

化
な

ど
徳

島
の

魅
力

あ
る

観
光

資
源

を
情

報
発

信

①
重

点
市
場

や
Ｍ
ＩＣ

Ｅ
へ

の
取

組
み

強
化

1
1
,1

0
0千

円
香

港
、

台
湾

等
で

現
地

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
を

積
極

的
に

展
開

一
般

団
体

旅
行

に
加

え
、

企
業

の
報

奨
旅

行
で

の
誘

客
や

国
際

会
議

、
大

規
模

イ
ベ

ン
ト

の
誘

致

①
重

点
市
場

や
Ｍ
ＩＣ

Ｅ
へ

の
取

組
み

強
化

1
1
,1

0
0千

円
香

港
、

台
湾

等
で

現
地

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
を

積
極

的
に

展
開

一
般

団
体

旅
行

に
加

え
、

企
業

の
報

奨
旅

行
で

の
誘

客
や

国
際

会
議

、
大

規
模

イ
ベ

ン
ト

の
誘

致

③
徳
島
な
ら
で
は
の
ニ
ュ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
等

4
,2

5
0千

円
教

育
旅

行
、

医
療

観
光

、
四

国
遍

路
、

マ
チ

★
ア

ソ
ビ

な
ど

③
徳
島
な
ら
で
は
の
ニ
ュ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
等

4
,2

5
0千

円
教

育
旅

行
、

医
療

観
光

、
四

国
遍

路
、

マ
チ

★
ア

ソ
ビ

な
ど

④
外
国
語
サ
ポ
ー
ト
デ
ス
ク
の
設
置

2
,0

0
0千

円
電

話
等

に
よ

る
観

光
や

商
談

で
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
支

援
等

④
外
国
語
サ
ポ
ー
ト
デ
ス
ク
の
設
置

2
,0

0
0千

円
電

話
等

に
よ

る
観

光
や

商
談

で
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
支

援
等

新
外
国
人
観
光
客
倍
増
推
進
事
業

【
平
成
２
７
年
度
当
初
予
算
額

2,
00

0千
円
】

新
外
国
語
サ
ポ
ー
ト
デ
ス
ク
設
置
等
モ
デ
ル
事
業
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・侵
入

防
止

柵
の
整
備

等

・Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
捕
獲
檻
に
よ
る
捕
獲
の
促
進

・「
う
ま
い
よ
!ジ

ビ
エ
料
理
店
」
の
認
定

［
農

林
水

産
部

］
【平

成
2
7
年

度
当

初
予

算
額

16
6
，3
5
0
千

円
】

・ハ
ラ
ー

ル
に
対
応
し
た
「
シ
カ
肉
」
の
供

給
体
制
の
整
備

・ハ
ラ
ー

ル
対
応

「
阿
波
地
美
栄
」
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ

・消
費
者

が
容
易
に
購
入
で
き
る
流
通
体
制
の
構
築

・「
鳥

獣
被

害
対
策

強
化

月
間

」
を
新

設
し
、
侵

入
防

止
柵

の
集

中
点

検
・地

域
に
応

じ
た
被

害
対

策
の
重

点
的
な

実
施

・予
防

的
に
鳥

獣
被

害
対

策
を
実

施
す
る
モ
デ

ル
集

落
の

育
成

・農
作

物
被

害
や

鳥
獣

の
生

息
状
況

な
ど
を
G
IS
地

図
で
管

理

す
る
「
目

に
見

え
る
鳥

獣
被

害
情

報
シ
ス
テ

ム
」
を
構

築

・県
内

各
河

川
に
お
け
る
カ
ワ
ウ
生

息
状

況
調

査
、
捕

獲
・繁

殖
抑

制
の
実

施
、
簡

易
魚

礁
に
よ
る
ア
ユ
・ウ

ナ
ギ
の
保

護

・再
造

林
時

に
お
け
る
獣

害
対

策
支

援
の
強

化

【関
連
事
業
】

鳥
獣
被
害
防
止
総
合
対
策
事
業

【1
4
5
,0
0
0
千
円
】

新
鳥

獣
被

害
予

防
対

策
等

推
進

事
業

【
9
,0
0
0
千

円
】

新
内

水
面

カ
ワ
ウ
対

策
推

進
事

業
【

1,
5
0
0
千

円
】

森
林
環

境
保

全
整

備
事

業
【

5
,0
0
0
千

円
】

森
林
林

業
受

託
研

究
費

【
8
5
0
千

円
】

・農
・林

業
者
を
対
象

に
し
た
捕

獲
・防

護
の
研

修
会

等
の
開

催

・効
果

的
な

カ
ワ
ウ
防
除

方
法
の
普
及
の
た
め

の
研
修

会
等
の
開
催

・鳥
獣
被

害
対
策
の
指
導
体
制
の
充
実

・強
化

・移
動
式

大
型
捕
獲
檻
と
加
害
個
体
捕
獲
を
組
合

せ
た

効
果

的
な

サ
ル
の
捕
獲

地
域

に
侵

入
さ
せ
な
い
防

護
対

策
被
害
対
策
の
担
い
手
確
保

と
捕
獲
促
進

地
域

資
源

と
し
て
の
有

効
活

用

【関
連
事
業
】

鳥
獣
被
害
防
止
総
合
対
策
事
業
（
再
掲
）

【1
4
5
,0
0
0
千
円
】

新
鳥
獣
被
害
予
防
対
策
等
推
進
事
業
（
再
掲
）

【
9
,0
0
0
千
円
】

新
内
水
面
カ
ワ
ウ
対
策
推
進
事
業
（
再
掲
）

【
1,
5
0
0
千
円
】

・大
学
等

と
の
連
携
に
よ
る
シ
カ
肉
の
熟
成
方
法
や

新
た
な

加
工
品
の
開
発

・皮
革

の
利

用
の
促

進
と
未
利
用
資
源
の
利
活
用

【関
連

事
業

】
新

「
阿
波
地
美
栄
」
等
地
域
資
源
化
促
進
事
業

【5
,0
0
0
千
円
】

鳥
獣

被
害

防
止

対
策

〇
鳥

獣
被

害
は

依
然

高
い
水

準

〇
加

害
鳥

獣
の
更
な

る
捕

獲

〇
捕

獲
鳥

獣
の
有
効

活
用

◇
被

害
を
未

然
に
防
ぎ

、
効
果

的
な

対
策

を
重

点
的

か
つ

集
中

的
に
実

施

◇
自

ら
が

、
被

害
対

策
や

捕
獲

の
担

い
手

と
な

る
農

林
水

産
業

者
の
育

成

◇
捕

獲
鳥

獣
の
新

た
な

地
域

資
源
と
し
て

の
開

発

◇
「
阿

波
地

美
栄
」
の
安

定
供

給
と
販
路

拡
大

課 題

㉖ 年 度 の 取 組

背 景

担
当

：水
産

課
・経

営
推
進

課
農

村
振

興
課

・林
業
戦

略
課
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［
農
林
水
産
部
］

【
平
成
2
7
年
度
当
初
予
算
額

9
,5
0
0
千
円
】

地
域
資
源
を
活
用
し
た
農
山
漁
村
づ
く
り

地
域
資
源
を
活
用
し
た
農
山
漁
村
づ
く
り

地
域
資
源
を
活
用
し
た
農
山
漁
村
づ
く
り

地
域
資
源
を
活
用
し
た
農
山
漁
村
づ
く
り

県 県県県 に よ る ソ フ ト ・ ハ ー ドに よ る ソ フ ト ・ ハ ー ドに よ る ソ フ ト ・ ハ ー ドに よ る ソ フ ト ・ ハ ー ド 両 面 支 援両 面 支 援両 面 支 援両 面 支 援

農
山
漁
村
へ
の
移
住
・
就
業

農
山
漁
村
へ
の
移
住
・
就
業

農
山
漁
村
へ
の
移
住
・
就
業

農
山
漁
村
へ
の
移
住
・
就
業

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

元
気
な
高
齢
者
・
若
者
・
子
ど
も

あ
こ
が
れ

農
山
漁
村

い
い
な
-

人
が
集
ま
る

や
り
が
い
・
誇
り

豊
富
な
地
域
資
源

豊
富
な
地
域
資
源

豊
富
な
地
域
資
源

豊
富
な
地
域
資
源

豊
か
な
農
林
水
産
物

美
し
い
自
然
・
景
観

多
様
な
伝
統
文
化

高
速
通
信
環
境

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス

梅
酒
ま
つ
り

農
村
舞
台

桃
源
郷
祖
谷
の
山
里

も
ん
て
こ
い

出
羽
島
ア
ー
ト

地
域
資
源
の
活
用

地
域
資
源
の
活
用

地
域
資
源
の
活
用

地
域
資
源
の
活
用

 
す
て
き
な
農
山
漁
村

す
て
き
な
農
山
漁
村

す
て
き
な
農
山
漁
村

す
て
き
な
農
山
漁
村
（
む
ら
）
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業

（
む
ら
）
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業

（
む
ら
）
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業

（
む
ら
）
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
【 【【【
3
,0
0
0

3
,0
0
0

3
,0
0
0

3
,0
0
0
千
円

千
円

千
円

千
円
】 】】】

都
市
か
ら
農
山
漁
村
へ
人
を
呼
び
込
む

都
市
か
ら
農
山
漁
村
へ
人
を
呼
び
込
む

都
市
か
ら
農
山
漁
村
へ
人
を
呼
び
込
む

都
市
か
ら
農
山
漁
村
へ
人
を
呼
び
込
む

農
山
漁
村
（
む
ら
）
の
仕
事
・
暮
ら
し
体
験

仕
事
体
験

移
住
者
と
の
交
流

移
住
環
境
整
備

・
古
民
家
等
を
活
用
し
た
滞
在
、
定
住
施
設
等
の

整
備
支
援

 
農
山
漁
村

農
山
漁
村

農
山
漁
村

農
山
漁
村
（
む
ら
）
の
仕
事
・
暮
ら
し
体
験
支
援
事
業

（
む
ら
）
の
仕
事
・
暮
ら
し
体
験
支
援
事
業

（
む
ら
）
の
仕
事
・
暮
ら
し
体
験
支
援
事
業

（
む
ら
）
の
仕
事
・
暮
ら
し
体
験
支
援
事
業
【 【【【
6
,5
0
0

6
,5
0
0

6
,5
0
0

6
,5
0
0
千
円

千
円

千
円

千
円
】 】】】

応
募
・
移
住

応
募
・
移
住

応
募
・
移
住

応
募
・
移
住

将
来
ビ
ジ
ョ
ン
の
実
現

将
来
ビ
ジ
ョ
ン
の
実
現

将
来
ビ
ジ
ョ
ン
の
実
現

将
来
ビ
ジ
ョ
ン
の
実
現

担
当
：
農
村
振
興
課

暮
ら
し
体
験

「
田
園
回
帰
」
の
加
速
化
に
向
け
て

「
田
園
回
帰
」
の
加
速
化
に
向
け
て

「
田
園
回
帰
」
の
加
速
化
に
向
け
て

「
田
園
回
帰
」
の
加
速
化
に
向
け
て

「
美
力
」
あ
ふ
れ
る
農
山
漁
村
（
む
ら
）

「
美
力
」
あ
ふ
れ
る
農
山
漁
村
（
む
ら
）

「
美
力
」
あ
ふ
れ
る
農
山
漁
村
（
む
ら
）

「
美
力
」
あ
ふ
れ
る
農
山
漁
村
（
む
ら
）

地 域地 域地 域地 域 お こ しお こ しお こ しお こ し 協 力 隊協 力 隊協 力 隊協 力 隊 ・ ・・・ 移 住 者移 住 者移 住 者移 住 者

美
力
あ
る
農
山
漁
村

美
力
あ
る
農
山
漁
村

美
力
あ
る
農
山
漁
村

美
力
あ
る
農
山
漁
村
づ
く
り
支
援

づ
く
り
支
援

づ
く
り
支
援

づ
く
り
支
援

取
組
が
進
ま
な
い
地
域

取
組
が
進
ま
な
い
地
域

取
組
が
進
ま
な
い
地
域

取
組
が
進
ま
な
い
地
域

・
ア
イ
デ
ィ
ア
の
不
足

・
ア
イ
デ
ィ
ア
の
不
足

・
ア
イ
デ
ィ
ア
の
不
足

・
ア
イ
デ
ィ
ア
の
不
足

・
リ
ー
ダ
ー
や
人
材
の
不
足

・
リ
ー
ダ
ー
や
人
材
の
不
足

・
リ
ー
ダ
ー
や
人
材
の
不
足

・
リ
ー
ダ
ー
や
人
材
の
不
足

県
や
外
部
人
材
に
よ
る

県
や
外
部
人
材
に
よ
る

県
や
外
部
人
材
に
よ
る

県
や
外
部
人
材
に
よ
る

後
押
し

後
押
し

後
押
し

後
押
し

未
来
に
希
望
あ
る
地
域
ビ
ジ
ョ
ン

未
来
に
希
望
あ
る
地
域
ビ
ジ
ョ
ン

未
来
に
希
望
あ
る
地
域
ビ
ジ
ョ
ン

未
来
に
希
望
あ
る
地
域
ビ
ジ
ョ
ン

住
民
自
ら
の
農
山
漁
村

住
民
自
ら
の
農
山
漁
村

住
民
自
ら
の
農
山
漁
村

住
民
自
ら
の
農
山
漁
村

づ
く
り

づ
く
り

づ
く
り

づ
く
り
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[
県
土
整
備
部
]

新
ク
ル
ー
ズ
客
船
寄
港
促
進
事
業

【
平
成
2
7
年
度
当
初
予
算
額
4
,0
0
0
千
円
】

担
当
：
運
輸
政
策
課

●
入
港
歓
迎
式
典

・
「
阿
波
お
ど
り
」
な
ど
で
の
お
出
迎
え

・
地
元
の
子
供
た
ち
に
よ
る
歓
迎
演
奏
な
ど

●
小
松
島
市
、
経
済
団
体
等
と
の
共
同
催
物

・
県
内
特
産
品
の
物
販
展
の
開
催

・
新
鮮
で
豊
か
な
食
材
の
提
供

・
み
な
と
オ
ア
シ
ス
で
の
交
流
イ
ベ
ン
ト

●
通
信
環
境
の
充
実

・
岸
壁
で
の
無
料
Ｗ
ｉ-
Ｆ
ｉコ
ー
ナ
ー
の
設
置

●
船
舶
・
見
学
者
の
安
全
対
策

・
事
故
防
止
の
た
め
の
警
備
強
化

・
事
前
の
情
報
発
信
・
周
知
徹
底

●
近
隣
地
域
の
渋
滞
緩
和

・
主
要
道
路
に
お
け
る
警
備
誘
導

・
案
内
看
板
の
作
成
・
設
置

●
救
急
医
療
機
関
と
の
連
携

・
客
船
寄
港
時
の
救
急
患
者
の
円
滑
な
対
応

徳
島

徳
島
徳
島

徳
島
な
ら
で
は
の
お
も
て
な
し

な
ら
で
は
の
お
も
て
な
し

な
ら
で
は
の
お
も
て
な
し

な
ら
で
は
の
お
も
て
な
し

安
心

安
心
安
心

安
心
・ ・・・
安
全
対
策

安
全
対
策

安
全
対
策

安
全
対
策

平
成

平
成
平
成

平
成
２
７
２
７
２
７
２
７
年 年年年
８ ８８８
月 月月月
は ははは

４ ４４４
日
連
続

日
連
続

日
連
続

日
連
続
豪
華
客
船

豪
華
客
船

豪
華
客
船

豪
華
客
船

が ががが
寄
港

寄
港
寄
港

寄
港

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・
プ
リ
ン
セ
ス

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・
プ
リ
ン
セ
ス

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・
プ
リ
ン
セ
ス

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・
プ
リ
ン
セ
ス

初
寄
港
決
定

初
寄
港
決
定

初
寄
港
決
定

初
寄
港
決
定
!!

１
３
１
３
１
３
１
３
日 日日日

１
４
１
４
１
４
１
４
日 日日日

ぱ
し
ふ
ぃ
っ
く
び
い
な
す

ぱ
し
ふ
ぃ
っ
く
び
い
な
す

ぱ
し
ふ
ぃ
っ
く
び
い
な
す

ぱ
し
ふ
ぃ
っ
く
び
い
な
す

１
５
１
５
１
５
１
５
日 日日日

に
っ
ぽ
ん

に
っ
ぽ
ん

に
っ
ぽ
ん

に
っ
ぽ
ん
丸 丸丸丸

●
ク
ル
ー
ズ
客
船
受
入
協
議
会
の
設
置

・
歓
迎
態
勢
の
充
実
・
強
化

・
観
光
情
報
等
の
効
果
的
な
発
信

●
瀬
戸
内
海
の
東
の
玄
関
港
と
し
て
の
Ｐ
Ｒ

・
船
社
へ
の
寄
港
地
観
光
Ｐ
Ｒ

・
徳
島
小
松
島
港
な
ら
で
は
の
ツ
ア
ー
提
案

●
船
社
へ
の
支
援

・
初
寄
港
及
び
連
泊
に
対
す
る
係
船
料
補
助

寄
港
地

寄
港
地

寄
港
地

寄
港
地
と
し
て
の

と
し
て
の

と
し
て
の

と
し
て
の
魅
力
発
信

魅
力
発
信

魅
力
発
信

魅
力
発
信

乗
客
定
員

乗
客
定
員

乗
客
定
員

乗
客
定
員

5
2
4
人

2
,6
7
0
人

6
2
0
人

8
7
2
人

４ ４４４
日
間

日
間
日
間

日
間
で ででで

約 約約約
5
,0
0
0
人 人人人
!!

１
２
１
２
１
２
１
２
日 日日日

飛
鳥

飛
鳥
飛
鳥

飛
鳥
Ⅱ ⅡⅡⅡ

Ⅰ ⅠⅠⅠ
徳
島
小
松
島
港
保
安
対
策
費

徳
島
小
松
島
港
保
安
対
策
費

徳
島
小
松
島
港
保
安
対
策
費

徳
島
小
松
島
港
保
安
対
策
費

Ⅱ ⅡⅡⅡ
大
型

大
型
大
型

大
型
ク
ル
ー
ズ

ク
ル
ー
ズ

ク
ル
ー
ズ

ク
ル
ー
ズ
客
船
入
港
歓
迎
事
業

客
船
入
港
歓
迎
事
業

客
船
入
港
歓
迎
事
業

客
船
入
港
歓
迎
事
業

Ⅲ ⅢⅢⅢ
ク
ル
ー
ズ

ク
ル
ー
ズ

ク
ル
ー
ズ

ク
ル
ー
ズ
客
船
誘
致
事
業

客
船
誘
致
事
業

客
船
誘
致
事
業

客
船
誘
致
事
業

（
金
磯
地
区
）

（
赤
石
地
区
）

（
金
磯
地
区
）

（
本
港
地
区
）

「 「「「
瀬
戸
内

瀬
戸
内

瀬
戸
内

瀬
戸
内
の ののの
東 東東東
の ののの
玄
関
口

玄
関
口

玄
関
口

玄
関
口
」 」」」
を ををを
最
大
限

最
大
限

最
大
限

最
大
限
に ににに
活 活活活
か
し

か
し
か
し

か
し
、
「
、
「
、
「
、
「
本
県
経
済

本
県
経
済

本
県
経
済

本
県
経
済
の ののの
活
性
化

活
性
化

活
性
化

活
性
化
」 」」」
へ へへへ
！ ！！！

「 「「「
国
内
外

国
内
外

国
内
外

国
内
外
の
ク
ル
ー
ズ

の
ク
ル
ー
ズ

の
ク
ル
ー
ズ

の
ク
ル
ー
ズ
客
船

客
船
客
船

客
船
」 」」」
の ののの
継
続
寄
港

継
続
寄
港

継
続
寄
港

継
続
寄
港
！ ！！！
１ １１１
年 年年年
を ををを
通 通通通
し
て
の

し
て
の

し
て
の

し
て
の
寄
港
回
数

寄
港
回
数

寄
港
回
数

寄
港
回
数
の ののの
増
加

増
加
増
加

増
加
！ ！！！
新 新新新
た
な
ク
ル
ー
ズ

た
な
ク
ル
ー
ズ

た
な
ク
ル
ー
ズ

た
な
ク
ル
ー
ズ
客
船

客
船
客
船

客
船
の ののの
誘
致

誘
致
誘
致

誘
致
を ををを
目
指

目
指
目
指

目
指
す すすす
！ ！！！
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県
南
地
域

県
南
地
域

県
南
地
域

県
南
地
域
づ
く
り
キ
ャ
ン
パ
ス

づ
く
り
キ
ャ
ン
パ
ス

づ
く
り
キ
ャ
ン
パ
ス

づ
く
り
キ
ャ
ン
パ
ス
事
業

事
業
事
業

事
業

県 南 ま る ご と キ ャ ン パ ス 推 進 事 業

地 域 が キ ャ ン パ ス 推 進 事 業 ゼ ミ 合 宿

○ ○○○
徳
島
大
学

徳
島
大
学

徳
島
大
学

徳
島
大
学
、 、、、
四
国
大
学

四
国
大
学

四
国
大
学

四
国
大
学
、 、、、
徳
島
文
理
大
学

徳
島
文
理
大
学

徳
島
文
理
大
学

徳
島
文
理
大
学
と ととと
地
域

地
域

地
域

地
域
、 、、、

行
政

行
政
行
政

行
政
が ががが
一
体

一
体

一
体

一
体
と
な
っ
て

と
な
っ
て

と
な
っ
て

と
な
っ
て
推
進

推
進
推
進

推
進
。 。。。

○ ○○○
平
成

平
成
平
成

平
成
２
４
２
４
２
４
２
４
、 、、、
２
５
２
５
２
５
２
５
年
度

年
度
年
度

年
度
で ででで
延 延延延
べ
５
６
３

べ
５
６
３

べ
５
６
３

べ
５
６
３
名 名名名
が ががが
美
波
町

美
波
町

美
波
町

美
波
町
に ににに
来
町

来
町
来
町

来
町

・
薬
王
寺
に
お
け
る
文
化
財
の
調
査

・
観
光
振
興
に
関
す
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

・
異
文
化
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
に
よ
る
地
域
と
の
交
流
等

・
四
国
霊
場
開
創
１２
０
０
年
記
念
展
示

・
津
波
避
難
路
を
活
用
し
た
地
域
活
性
化
イ
ベ
ン
ト
の
実
施

・
美
波
町
と
四
国
大
学
の
包
括
連
携
協
定
締
結
(H
2
6
.1
1
.1
2
)

等

こ
れ
ま
で
の
取
組

成
果

平
成

平
成
平
成

平
成
２
７
２
７
２
７
２
７
年
度

年
度

年
度

年
度
に ににに
向 向向向
け
た
け
た
け
た
け
た
新 新新新
た
な
た
な
た
な
た
な
連
携

連
携

連
携

連
携
・ ・・・
取
組

取
組

取
組

取
組
み
の

み
の

み
の

み
の
拡
大

拡
大
拡
大

拡
大

大
学

大
学
大
学

大
学
Ｃ
Ｏ
Ｃ

Ｃ
Ｏ
Ｃ

Ｃ
Ｏ
Ｃ

Ｃ
Ｏ
Ｃ
と
の
と
の
と
の
と
の
連
携

連
携
連
携

連
携

○
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の

○
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の

○
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の

○
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の
開
設

開
設
開
設

開
設
、 、、、

地
域

地
域
地
域

地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
の

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
の

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
の

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
の
配
置

配
置
配
置

配
置
に
よ
る

に
よ
る

に
よ
る

に
よ
る
新 新新新
た
な
た
な
た
な
た
な
連
携

連
携
連
携

連
携

・
地
域
連
携
事
業
の
企
画
・
実
施
支
援

・
地
域
向
け
イ
ベ
ン
ト
や
生
涯
学
習
授
業
，
セ
ミ
ナ
ー
等
の
実
施

○ ○○○
地 地地地
（ （（（
知 知知知
） ）））
の ののの
拠
点
大
学

拠
点
大
学

拠
点
大
学

拠
点
大
学
に
よ
る

に
よ
る

に
よ
る

に
よ
る
地
方
創
生
事
業

地
方
創
生
事
業

地
方
創
生
事
業

地
方
創
生
事
業
と
の
と
の
と
の
と
の
連
携

連
携
連
携

連
携

県
外
大
学

県
外
大
学

県
外
大
学

県
外
大
学
の ののの
誘
致

誘
致

誘
致

誘
致
（ （（（
予
定

予
定
予
定

予
定
） ）））

○ ○○○
一
次
産
業

一
次
産
業

一
次
産
業

一
次
産
業
の ののの
実
習
体
験

実
習
体
験

実
習
体
験

実
習
体
験
、 、、、
交
流
促
進

交
流
促
進

交
流
促
進

交
流
促
進

那
賀
町
：
京
都
大
学

海
陽
町
：
明
治
大
学

牟
岐
町
：
東
京
海
洋
大
学

○ ○○○
地
域
振
興

地
域
振
興

地
域
振
興

地
域
振
興
に ににに
関 関関関
す
る

す
る
す
る
す
る
調
査

調
査

調
査

調
査
・ ・・・
研
究

研
究
研
究

研
究

阿
南
市
：
大
阪
大
学

美
波
町
：
神
奈
川
大
学

県 県県県 南 南南南 地 地地地 域 域域域 づ づづづ く くくく り りりり キ キキキ ャ ャャャ ン ンンン パ パパパ ス ススス 事 事事事 業 業業業

大
学

大
学
大
学

大
学
の
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

の
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

の
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

の
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

○ ○○○
課
題
解
決

課
題
解
決

課
題
解
決

課
題
解
決
の
た
め
の

の
た
め
の

の
た
め
の

の
た
め
の
大
学

大
学
大
学

大
学
の ののの
連
携

連
携
連
携

連
携

・
町
並
み
再
生
を
テ
ー
マ
と
し
た

観
光
振
興
に
関
す
る
研
究

・
農
村
舞
台
や
地
域
の
食
を
核
と
し
た
地
域
振
興
策
の
検
討

・
地
元
産
品
の
６
次
産
業
化
及
び
販
売
促
進
に
関
す
る
調
査

等

◆
土
木
や
林
業
、
防
災
分
野
等
で
、

県
南
部
の
特
色
を
活
か
し
た
実
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
案

「 「「「
地
方
創
生

地
方
創
生

地
方
創
生

地
方
創
生
」 」」」・ ・・・
「 「「「持
続
可
能

持
続
可
能

持
続
可
能

持
続
可
能
な ななな
地
域

地
域
地
域

地
域
づ
く
り

づ
く
り

づ
く
り

づ
く
り
」 」」」

 減
減
減
の
改
改

 放
放
放
放
の
新
放

 発
発
発
発
発
の
改
改

 
▶

長
安

口
　

ダ
ム

▲
高

性
能

林
業

機
械

に
よ

る
伐

採

新 新新新

新 新 新

【
平
成
２
７
年
度
当
初
予
算
額

２
，
２
０
０
千
円
】

担
当
：
経
営
企
画
部
・
産
業
交
流
部

南
部
地
区
S
S
O
開
所
式

定
置
網
体
験

農
業
体
験
実
習

牟
岐
町
：
T
o
k
u
s
h
im

a
英
語
村
⇒
⇒
⇒
ひ
と
つ
む
ぎ

若
者

若
者

若
者

若
者
の ののの
視
点
導
入

視
点
導
入

視
点
導
入

視
点
導
入
・ ・・・
交
流
拡
大

交
流
拡
大

交
流
拡
大

交
流
拡
大
、 、、、
移
住
定
住
促
進

移
住
定
住
促
進

移
住
定
住
促
進

移
住
定
住
促
進

【
南
部
総
合
県
民
局
】
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［
西
部
総
合
県
民
局
］

【
目
的
】 ○
「
自
然
保
護
」
・
「
安
全
確
保
」
・
「
魅
力
発
信
」
に
つ
い

て
の
情
報
共
有
と
連
携
強
化

○
「
剣
山
サ
ポ
ー
タ
ー
ク
ラ
ブ
」
の
協
力
に
よ
る

メ
イ
ン
ル
ー
ト
の
切
れ
目
な
い
点
検
と
補
修

○
小
学
生
な
ど
次
世
代
を
担
う
人
材
を
育
成
す
る
た
め
の

親
子
に
よ
る
自
然
保
護
体
験
の
実
施

◆
「
剣
山
国
定
公
園
地
域
連
携
協
議
会
」
活
動
の
充
実

○
女
性
の
視
点
を
活
か
し
た
自
然
保
護
活
動
や

魅
力
発
信
の
担
い
手
の
拡
大

○
ニ
ホ
ン
ジ
カ
食
害
対
策
を
は
じ
め
と
し
た
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

に
よ
る
若
い
世
代
の
自
然
保
護
活
動
の
担
い
手
の
育
成

剣
山
国
定
公
園
の
新
た
な
５
０
年
に
向
け
、
「
自
然
保
護
」
「
安
全
確
保
」
「
魅
力
発
信
」
を
積
極
的
に
展
開

１
自
然
保
護
や
安
全
確
保
に
向
け
た
地
域
連
携
体
制
の
強
化

２
安
全
確
保
と
環
境
保
全
に
向
け
た
取
り
組
み

４
新
た
な
5
0
年
に
向
け
た
「
剣
山
」
の
更
な
る
魅
力
発
信

◆
登
山
道
の
安
全
確
保

◆
「
ジ
ュ
ニ
ア
・
ネ
イ
チ
ャ
ー
リ
ー
ダ
ー
」
の
養
成

◆
「
登
山
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
の
実
施

◆
「
女
性
サ
ポ
ー
タ
ー
」
の
養
成

◆
「
若
者
サ
ポ
ー
タ
ー
」
の
養
成

３
新
た
な
「
剣
山
フ
ァ
ン
」
拡
大
に
向
け
た
人
材
育
成

○
喫
緊
の
課
題
解
決
を
図
る
た
め
、
自
然
保
護
団
体
や

地
域
自
治
体
な
ど
の
連
携
に
よ
る
部
会
活
動
を
展
開

新
地
域
の
宝
「
剣
山
」
次
世
代
継
承
事
業

「
日
本
一
安
全
・
安
心
な
山
！
剣
山
」
を
め
ざ
す

【
平
成
２
７
年
度
当
初
予
算
額
１
，
７
０
０
千
円
】

【
事
業
概
要
】

担
当
：
企
画
振
興
部
・
保
健
福
祉
環
境
部

【
目
的
】

○
山
の
ト
イ
レ
マ
ナ
ー
な
ど
、
環
境
負
荷
軽
減
に

向
け
た
啓
発
活
動
を
実
施

あ
わ
エ
コ
ト
イ
レ
新
設
！

「
山
の
日
」
制
定
（
H
2
8.
8
.1
1
）
プ
レ
・イ
ヤ
ー

頂
上
ヒ
ュ
ッ
テ
開
設
６
０
周
年

◆
「
山
の
日
」
制
定
等
を
契
機
と
し
た
剣
山
イ
ベ
ン
ト
の
情
報
発
信

○
地
域
事
業
者
が
実
施
す
る
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
、

「
剣
山
山
頂
ラ
ジ
オ
ス
タ
ジ
オ
」
な
ど
発
信
力
の
高
い
メ
デ
ィ
ア
と

連
携
し
て
、
県
内
外
へ
効
果
的
に
情
報
発
信
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[西
部
総
合
県
民
局
]

【
平
成
２
７
年
度
当
初
予
算
額
　
１
，
５
０
０
千
円
】

現
状

現
状
現
状

現
状
と ととと
課
題

課
題
課
題

課
題

新 新新新
に
し
に
し
に
し
に
し
阿
波
観
光
危
機
管
理
力
向
上
事
業

阿
波
観
光
危
機
管
理
力
向
上
事
業

阿
波
観
光
危
機
管
理
力
向
上
事
業

阿
波
観
光
危
機
管
理
力
向
上
事
業

担
当
：
企
画
振
興
部

安
心

安
心
安
心

安
心
で
き
る

で
き
る

で
き
る

で
き
る
観
光
地
域

観
光
地
域

観
光
地
域

観
光
地
域
と
し
て
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ

と
し
て
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ

と
し
て
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ

と
し
て
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
向
上

向
上
向
上

向
上

平
成

平
成
平
成

平
成
２
７

２
７
２
７

２
７
年
度

年
度
年
度

年
度

・
観
光
客
に
対
し
正
確
な
情
報
を
伝
え
る

仕
組
み
が
不
足

・
「
観
光
地
に
行
け
な
い
の
で
は
」
と
い
う

不
安
や
誤
解
が
発
生

観
光
施
設
の
利
用
者
減
少

宿
泊
の
キ
ャ
ン
セ
ル
発
生

二
次
被
害

観
光
危
機
管
理
検
討
会

に
し
阿
波
観
光
Ｂ
Ｃ
Ｐ

観
光
危
機
管
理
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

危
機
管
理
情
報
配
信
シ
ス
テ
ム
（
仮
称
）

●
行
政
、
観
光
関
係
団
体
等
で
構
成

●
宿
泊
施
設
、
観
光
施
設
等
に
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
、
結
果
分
析

●
外
部
有
識
者
を
交
え
課
題
検
討

●
既
存
の
観
光
圏
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、

道
路
通
行
止
め
情
報
等
を
掲
載

●
危
機
管
理
情
報
配
信
シ
ス
テ
ム
（
仮
称
）

●
発
災
時
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
策
定

情
報
連
絡
体
制
、
安
否
確
認
、

案
内
誘
導
、
安
全
対
策
等

●
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
以
降
も
定
期
的
に
見
直
し

●
関
係
者
間
の
共
通
認
識
確
立
、
意
識
醸
成

●
宿
泊
施
設
、
観
光
施
設
等
事
業
者
に
対
し
、

Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
を
推
進

●
観
光
圏
整
備
事
業
で
作
成
予
定
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
の
観
光
情
報
提
供
サ
イ
ト
で
、

危
機
管
理
情
報
を
提
供
す
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築

・
観
光
施
設
、
宿
泊
施
設
等
の
営
業
情
報

・
道
路
通
行
止
め
（解
除
）
情
報
、
ル
ー
ト
案
内

８
月
豪
雨

観 光 危 機 管 理 力 向 上

平
成

平
成
平
成

平
成
２
６

２
６
２
６

２
６
年
度

年
度
年
度

年
度

１
２
月
大
雪

平
成
２
６
年
度
は
、
「
に
し
阿
波
」
地
域
に

大
き
な
災
害
が
相
次
い
で
発
生

観
光
客
の
不
安
・
誤
解

災 害 に 強 い

観 光 地 域 づ く り

災 害 時 の

情 報 発 信

行
政
、
観
光
施
設
等
が
情
報
を
入
力
し

県
外
か
ら
の
観
光
客
等
に
正
確
な
情
報
を

分
か
り
や
す
く
迅
速
に
提
供
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［
教

育
委

員
会

］

　
　

　
　

子
供

た
ち

の
豊

か
な

教
育

環
境

づ
く

り

担
当

：
生

涯
学

習
政

策
課

放
課

後
の

子
供
の

安
心

・
安

全
な
居

場
所

を
確
保

し
，
地

域
の

方
々

の
参

画
を
得

て
，
多

様
な
学

び
や

体
験

活
動

を
推

進

・
学

習
支

援
（
宿

題
指
導
，
予
習
・
復
習
，
補
充
学
習

等
）

・
多

様
な
体

験
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
実
験
・
工
作
活
動
，

英
語
活
動
，
文
化
・
芸
術
活
動
等

）

・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
（
テ
ニ
ス
，
一
輪
車
等
）

な
ど

中
学
校
区
を
中
心
に
，
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る

学
校
教
育
活
動
の
支
援
（
学
校
支
援
地
域
本
部
）

・
ク
ラ
ブ
活

動
指

導

・
校

内
環

境
（
花

壇
・
校

庭
・
図

書
室

）
整

備

・
登

下
校

安
全

指
導

・
学

習
支

援
（
家

庭
科

実
習

，
地

域
学

習
，
書

道
，
英

語

な
ど
）

週
末
等
を
有

意
義
に
過
ご
す
た
め
の
学
び
の
場
，

体
験
の
場
を
提
供

・
企

業
や

大
学

職
員

，
教

員
Ｏ
Ｂ
な
ど
に
よ
る
講

座
，

実
験

教
室

・
在

外
経

験
者

に
よ
る
英

語
教

室

・
学

校
施

設
，
公

民
館

，
図

書
館

，
科

学
セ
ン
タ
ー

，

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
を
利

用

［
週

末
や

長
期

休
業

中
の

年
10

 回
程

度
］

放
課
後
等
の
支
援

充
実

策
と
し
て
，

H3
1年

度
末
ま
で
に

全
小
学
校
区
で
の

整
備
と
，
放

課
後

児
童
ク
ラ
ブ
と
の

一
体
型
，
連
携
型
の
実
施
を
推
進

新
【
地

域
未
来
塾
】

家
庭

で
の

学
習

が
困

難
ま
た
は

学
習

習
慣

が
十
分
身
に
つ
い
て
い
な
い
中
学
生
等
に

対
す
る
学

習
支

援
［

H2
7新

規
3箇

所
］

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
・
地
域
支
援
員
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

県
立

総
合

大
学

校
・
シ
ル

バ
ー
大
学
校
卒
業
生

地
域

人
材

・
保

護
者

企
業
人
・
大
学
生

Ｎ
Ｐ
Ｏ

外
国
人

学
校
を
核
と
し
た
地
域
教
育
力
の
強
化

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活

性
化

【
平

成
27

年
度

当
初

予
算

額
42

,8
73

千
円
】

【
平

成
27

年
度
当
初
予
算

額
3,

60
3千

円
】

【
平

成
27

年
度
当
初
予
算

額
1,

91
0千

円
】

新

H2
7

73
教

室

H2
7

22
本

部
H2

7
11

箇
所

教
育

に
よ
る
地

方
創

生

H2
6

48
教

室
25

教
室

増
H2

6
17

本
部

5本
部
増

H2
6

0箇
所

新
規

放
課

後
子

供
教

室
推

進
事

業
地

域
ぐ
る
み
の
学

校
支

援
事

業
週
末
等
の
教
育
支
援
体
制

構
築

事
業
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[教
育
委
員
会
]

【
平
成
２
７
年
度
当
初
予
算
額

4
8
,5
0
0
千
円
】

◆
わ
か
り
や
す
い
案
内
板
、
展
示
解
説
パ
ネ
ル

障
が
い
者
や
高
齢
者
、
外
国
人
等
異
な
る
特
性
の
人
に
も

わ
か
り
や
す
い
表
示
・サ
イ
ン
に
改
修

◆
展
示
解
説
の
多
言
語
化

W
i-
F
i
に
よ
る
展
示
解
説
の
多
言
語
化

(英
語
、
繁
体
語
、
簡
体
語
、
ハ
ン
グ
ル
)

◆
安
全
安
心
の
た
め
の
耐
震
対
策

ガ
ラ
ス
飛
散
防
止
フ
ィ
ル
ム
の
貼
付
、
収
蔵
庫
の
耐
震
化
等

◆
徳
島
新
聞
社
と
の
コ
ラ
ボ
事
業

「東
京
富
士
美
術
館
所
蔵
展

美
の
饗
宴
西
洋
美
術
の
3
0
0
年
」

バ
ロ
ッ
ク
、
ロ
コ
コ
か
ら
印
象
派
、
エ
コ
ー
ル
・
ド
・
パ
リ
ま
で

ｱ
ﾝ
ｿ
ﾆ
ｰ
･ｳ
ﾞｧ
ﾝ
･ﾀ
ﾞｲ
ｸ
、
モ
ネ
、
ル
ノ
ア
ー
ル
、
シ
ャ
ガ
ー
ル
等

「フ
ィ
ギ
ュ
ア
展
－
ヒ
ト
ガ
タ
、
人
形
、
海
洋
堂
－
」

◆
マ
チ
★
ア
ソ
ビ
と
の
コ
ラ
ボ
事
業

「
uf
o
ta
bl
e
展
」
「
野
外
ラ
イ
ブ
」「
コ
ス
プ
レ
撮
影
会
」

春 秋

民
間
の
視
点
を
取
り
入
れ
た
多
様
な
文
化
の
発
信

よ
り
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
な
企
画
展
の
実
現

来
館
者
と
県
民
の
財
産
の
安
全

利
用
者
の
目
線
に
立
っ
た
施
設

交
流
人
口
の
増
加

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
環
境
の
推
進

安
全
安
心
の
推
進

安
全
・
安
心
の
文
化
施
設
モ
デ
ル
事
業

民
間
と
の
コ
ラ
ボ
に
よ
る
新
た
な
運
営
事
業

新
文
化
の
森
２
５
周
年
事
業

担
当
：
文
化
の
森
振
興
本
部

新
し
い
文
化
と
の
出
会
い

い
ず
れ
も

©
東
京
富
士
美
術
館
イ
メ
ー
ジ
ア
ー
カ
イ
ブ
/D
N
P
ar
tc
o
m
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現
 

 
 

 
 

 
状

 

平
成
２
７
年
度
の
取
組
み

 
3

0
,0

0
0
千
円

 


本
県
は
８
割
を
超
え
る
森
林
が
「私

有
林
」
 


「
森
林
所
有
者
の
高
齢
化
」
や
「
木
材
価
格
の
長
期
低
迷
」
 

 
 
に
よ
る
所
有
者
の
経
営
意
欲
の
減
退

 


管
理
放
置
に
よ
り
森
林
が
有
す
る
保
水
能
力
が
低
下

 

目
 

 
 

 
 

 
的

 


「
と
く
し
ま
豊
か
な
森
づ
く
り
支
援
事
業
」（
農
林
水
産
部
）と

 
 

 
連
携
し
「
と
く
し
ま
公
有
林
拡
大
戦
略
」
を
推
進

 
 
 

取
 
組

 
方

 
針

 

こ
れ
ま
で
の
実
績
・
数
値
目
標

 


公
有
林
化
取
得
支
援
費

 
 
森
林
の
購
入
を
支
援

 
 

 
 

 
 

 


地
域
振
興
事
業
費

 

 
将
来
に
わ
た
る
山
林
の
適
正
な

 
 
維
持
管
理
を
支
援

 


多
様
な
森
づ
く
り
支
援
費

 

 
作
業
道
の
整
備
、
除
間
伐
、

 
 
広
葉
樹
林
化
の
た
め
の
植
栽
、
鳥
獣
害
対
策
等
を
支
援

 


県
営
発
電
所
・
ダ
ム
所
在
の
町
を
支
援

 


水
源
か
ん
養
機
能
に
よ
る
河
川
流
況
の
安
定

 


土
砂
流
出
防
止
に
よ
る
ダ
ム
堆
砂
・濁

水
の

 
 
抑
制

 


二
酸
化
炭
素
吸
収
機
能
の
向
上

 


間
伐
等
森
林
施
業
に
よ
る
雇
用
の
確
保

 
 

・
H

2
2
 企
業
局
水
源
の
森
整
備

  
  
1
1
h
a 

・
H

2
3
 水
源
地
域
環
境
整
備
事
業

  
5
h
a 

 《
地
元
自
治
体
の
公
有
林
化
支
援
》
 


企
業
局
森
づ
く
り
支
援
事
業

 
 
Ｈ
２
４
～
２
５
年
度

  
 

 
２
１
８
ｈ
ａ
 

 
Ｈ
２
６
年
度
（
予
定
） 

 
 

 
９
５
ｈ
ａ
 

  
 

 
Ｈ
２
８
年
度
ま
で

 
２
２
５
ｈ
ａ
 

 
 

 
 
４
５
０
ｈ
ａ
 

更
な
る
公
有
林
化
へ
目
標
を
設
定
 

企
業
局
森
づ
く
り
支
援
事
業

 

【
平
成
２
７
年
度
当
初
予
算
額

 
 
３
０
，
０
０
０
千
円
】 

［
企
業
局
］
 

担
当
：
経
営
企
画
戦
略
課

 

-85-



【
平
成
２
７
年
度
当
初
予
算
額

 
 
２
６
，
６
２
０
千
円
】 

   
 【
電
力
課
】 

 
平
成
２
７
年
度
の
取
組
み

 

 
小
水
力
発
電

 設
備
設
置

   
 

2
6

,6
2

0
千
円

 

水
力
発
電

 
小
型
風
力
発
電

 

太
陽
光
発
電

 
小
水
力
発
電

 

修
理
工
場
屋
上

 
(１
０

kW
) 

 


小
水
力
、
小
型
風
力
、
太
陽
光
等
の
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

 

 
１
箇
所
で
見
学
で
き
る
よ
う
に
整
備

 


施
設
見
学
会
や
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
探
検
隊
事
業
で
活
用
し

 

 
「
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
立
県
と
く
し
ま
推
進
戦
略
」に
貢
献

 


科
学
へ
の
関
心
を
高
め
、
次
代
の
技
術
者
育
成
に
寄
与

 

落
差
や
水
量
等
に
合
わ
せ
て
最
適
な
水
車
形
式
を
選
定

 


縦
型
２
軸
ク
ロ
ス
フ
ロ
ー
水
車

 
 
最
大
出
力
約
１
ｋ
Ｗ

 

川
口
発
電
所

 
カ
プ
ラ
ン
水
車

 
日
野
谷
発
電
所

 
フ
ラ
ン
シ
ス
水
車

 

 
水
車
ラ
ン
ナ
実
物
展
示

 
啓
発
施
設
の
整
備

 

・
ダ
ム
周
辺
に
、
案
内
・
説
明
パ
ネ
ル
を
設
置

 
・
管
理
所
１
Ｆ
研
修
室
を
、
環
境
学
習
室
に
改
修

 
・
体
験
で
き
る
遊
具
等
を
配
置

 

完
成
に
あ
わ
せ
て
関
係
部
局
と
連
携
し
利
活
用
メ
ニ
ュ
ー
を
整
備

 

整
 
備

 
方

 
針

 

（
イ
メ
ー
ジ
）

 

赤
松
ダ
ム
支
水
路
出
口

 

自
然
ｴ
ﾈ
ﾙ
ｷ
ﾞｰ
学
習
の
場
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